
★ タバハラス族のこと                    
北部ブラジルに栄えたインディオ種族、 

大西洋に面したブラジル東北セアラ州の 
ジャングル地帯に生活する勇敢な一族 

★ ロス・インディオス・タバハラスの生い立ち 
部落の一つにミタンガと言う酋長がいました。 

彼には 30 人もの子供がいましたがその中の二人の息子 
が「ロス・インディオス・タバハラス」として 

有名なムサベリとエランディの兄弟です。ム

サベリは三男、エランディは 4 番目の息子です。 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
★ 若いインディオ兄弟の成功 

噂を聞いたサン・パウロの興行屋が早速この兄弟をスカウトし、ここに 6 年間にも及ぶ中南米各地への演奏

旅行が始まった訳です。ブラジルの首都リオ・デジャネイロをはじめ各地で大当たりとなりました。 大成功を

おさめた演奏旅行中にも、音楽の基礎的教養の必要を痛感した兄弟は、その後コンサート活動を一時中止し、ギ

ターの本格的修練に全力をあげました。音楽教師のもとで 2 年間にわたり和声学、作曲法など専門的なものも身

に着けました。クラシックに対しても興味を持ち、レパトリーの中にはインディオ民謡は勿論、バッハ、ベート

ーベン、ショパン、リムスキー・コルサコフ、ファリア、アルベニスに至るまでが網羅されるまでになったので

す。 最近では彼等の演奏した”マリア・エレーナ”（蒼きインカの調べ）がプレスリーやニール・セダカ辺りと

肩を並べて全米ヒット・パレードに記録的な進出ぶりを見せ注目を浴びています。 
1963 年 9 月下旬には競争の激しい全米ヒット・パレードに登場、その後瞬く間に人気上昇し、11 月はじめ

には遂にビルボード、キャッシュボックス両誌における全米ベスト・テンに見事な進出ぶりを見せています。こ

のラプラタの大自然を思わせる香り高い演奏が全米に大流行している・・・・・その意味からもこれは 1963 年

から 64 年にかけてポピュラー・ファンの最も注目すべきレコードと言えましょう。 
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